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研究成果の概要（和文）：地域金融市場における競争度の計測、預金・貸出を通じた地域間・地域内の資金循環
指標の作成、競争度が資金調達環境に及ぼす影響、地域間資金循環、競争度、市場の効率性との連関、COVID-19
感染拡大が地域金融市場の効率性に及ぼす影響に関する研究を推進した。英文学術誌に論文を5本刊行して、学
術上の成果を挙げた。同時に、貸出・預金市場の集中度や地域間資金循環指標を対外公表し、海外研究者を招い
て国際ワークショップを開催するなど、成果の普及・広報にも努めた。特に、成果を取りまとめた日本語の書籍
『中小企業金融の経済学 金融機関の役割 政府の役割』を刊行し、日経・経済図書文化賞などの各種の賞を受賞
した。

研究成果の概要（英文）：This project implemented research on the following five issues:(1) 
measurement of competition in regional financial markets;(2) construction of inter-regional flow of 
funds indicators via loans and deposits; (3)impact of competition on firms' credit availability; (4)
interaction between inter-regional flow of funds, competition, and market efficiency; and (5)impact 
of COVID-19 on the efficiency of regional financial markets. The project published five articles in 
English peer-reviewed journals. At the same time, it publicized the research outputs by publicly 
posting data on the concentration in the regional financial markets and those on interregional flow 
of funds. It also held an international workshop.Finally, the project published a Japanese book "
Economics of Small and Medium Enterprise Finance: Role of Financial Institutions and Role of the 
Government,”which received several awards including the 65th Nikkei Prize for Excellent Books in 
Economic Science.

研究分野： 企業金融

キーワード： 地域金融　COVID-19　貸出市場　効率性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
金融機関の貸出や預金が地域経済にどのような役割を果たしているかという点は、日本経済の動向を理解する上
で重要である。しかしながら、都道府県ごとに金融機関の貸出や預金がどの程度集中しているか、都道府県間で
金融機関の預金が貸出の形でどのように移動しているかといった点は、データの不足によりこれまで明らかでは
なかった。今回のプロジェクトは、都道府県ごとの貸出市場・預金市場の集中度、貸出・預金を通じた地域間資
金循環指標を日本で初めて網羅的に作成・公表した。これにより、地域市場の現状を評価する客観的な指標を得
ることができ、政策立案にも役立つことが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
地域経済で大きな役割が期待される地域金融機関は、地域金融市場の構造変化の中で変革が求
められている。少子高齢化による人口構造の変化が、地方企業の生産活動低下をもたらし、借入
需要の減退へと結びついている。マイナス金利政策による金利収入の低下、Fin Tech などの決
済ビジネスへの参入により地域金融市場の競争環境は厳しく、地域金融機関には時代に対応し
た効率的な経営が求められている。しかしながら、市場における競争度と金融機関の経営効率性
の 2 つの観点から地域金融市場のあり方を考える場合、先行研究では考慮されていない視座が
いくつか存在していた。第一に、従来の多くの研究では、都道府県など一定の空間的な広がりを
持つ行政区分で貸出市場を特定しているが、現実の地域金融機関は、新たな貸出先を求め県境を
越えて貸出を行っている。第二に、金融機関の本質的な機能は預金を集めて貸出を提供する資金
仲介にあるが、先行研究はそのうち貸出もしくは預金のみに注目することが多く、地域金融市場
で資金仲介がどのように機能しているかという観点が存在しない。第三に、個々の金融機関行動
や地域金融市場における資金の流れがどのように地域経済の活性化につながっているのか、と
いう点に関する仕組みが解明されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究課題では、これまでの研究状況を踏まえて、「貸出市場をどのように捉えるか」「預金を受
け入れて貸し出す金融機関は地域金融市場でどのような仲介機能を発揮しているか」「個々の金
融機関や地域金融市場は、地域経済にどのような影響をもたらしているか」という 3 つの問い
に答えることを目指した。 
 
３．研究の方法 
以下の 5つの柱を立てて、それぞれについて様々なレベルのデータを用いた研究を推進した。そ
れぞれ、(1)地域金融市場における競争度の計測、(2)預金・貸出を通じた地域間・地域内の資金
循環指標の作成、(3)競争度が資金調達環境に及ぼす影響、(4)地域間資金循環、競争度、市場の
効率性との連関、(5)COVID-19 感染拡大が地域金融市場の効率性に及ぼす影響、である。 
 
４．研究成果 
5 つの研究分野それぞれで以下のような研究成果を得た。また、これら 5つの分野の内容を含む
研究成果を取りまとめた日本語の書籍『中小企業金融の経済学 金融機関の役割 政府の役割』を
刊行し、日経・経済図書文化賞、全国銀行学術研究振興財団賞、中小企業研究奨励賞経済部門本
賞を受賞した。 
 
研究 1 
日本における貸出市場と預金市場の都道府県と都市雇用圏レベルでの集中度を2005年から2019
年まで示した論文を執筆した上で、それを英文学術誌に公刊した。貸出市場と預金市場のいずれ
においても集中度は緩やかに上昇していること、そのような中で、貸出市場では集中度が低下す
る大都市圏の都府県とそれ以外の道府県との間で二極化が生じていることが明らかになった。
さらに、コロナ禍やその後の期間である 2020 年以降に注目して、地域貸出市場の集中度の最近
の動向を把握する作業を進めた。また、日本の貸出市場における金融機関と企業との間の物理的
距離の外生的な変化が企業のメインバンク関係に及ぼす影響についての論文を改訂し、それを
英文学術誌に公刊した。 
 
研究 2 
2005 年から 2019 年までと 2020 年から 2022 年にかけての貸出・預金を通じた地域間資金循環指
標を作成して、その動向を把握した。その結果、ある地域で集められた預金がその地域に貸し出
される割合が最も高い一方で、その程度には都道府県間でばらつきが大きいこと、地方で集めら
れた預金が東京で貸し出される割合は 2010 年代半ばまで上昇したがその後低下していること
（図 1 参照）、コロナ禍の下でもこれらの傾向に大きな変化がみられないこと、が分かった。 
 
研究 3 
貸出市場における銀行合併が企業の資金調達環境に及ぼす影響に関する論文を、英文学術誌に
公刊した。メガバンク同士の合併では、合併行と取引する中小企業が直面する金利が事後的に上
昇することが明らかになった。 
 
研究 4 
米国の海外研究者との共同研究を開始して、地域間資金循環と地域・産業ごとに異なる無形資産
への依存度との関係を分析した。関連して 2023 年 3 月末において当該研究者などを招いた国際
ワークショップを開催し、貸出市場の機能や銀行行動に関する研究発表を行い活発な議論を行
った。 



 
研究 5 
企業向けアンケート調査に基づいて政府による各種支援措置の利用状況を把握した上で、その
支援措置が企業パフォーマンスに及ぼす影響について定量的な分析を行った。かつ、その論文を
国際コンファレンスで発表した上で、英文学術誌に公刊した。特にコロナ禍の期間中における企
業の現預金保有行動についても分析を行い、その結果を英文学術誌に公刊した。さらに、多くの
企業が政府によるコロナ禍の下での各種支援措置を複数利用している状況を踏まえて、その利
用の決定要因に関する分析を進めた。 
 
図：自県で集められた預金が自県、東京、東京以外の他県で貸出として用いられる割合（％） 
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